
～ 現在に至る 氏名 滝川幸司

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

中古文学会、和歌文学会、和漢比較文学会

天皇と文芸に関する研究、菅原道真研究、平安前期詩人歌人伝研究

1998年3月　大阪大学大学院文学研究科国文学専攻博士後期課程修了

博士（文学/大阪大学）

平安朝文学専門分野

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1998年奈良大学在職期間

最終学歴

所属学会

研究課題

特になし

特になし

特になし

中古文学会関西部会運営委員、和漢比較文学会常任理事



① 『菅家後集』─大
宰府の道真

単著

② 宇多朝の文壇 単著

③ 菅原清公伝年譜─
附「菅原清公伝
考」補遺─

単著

④ 儀式の場と和歌の
地位─天徳内裏歌
合をめぐって─

単著

⑤ 菅原道真の「言
志」

単著

⑥ 宇多・醍醐朝の歌
壇と和歌の動向

単著

⑦ 延喜二年飛香舎藤
花宴をめぐって

単著

天徳内裏歌合開催場所を検
討し、晴儀歌合とはいえな
いことを論証した。

道真の詩序に見える「言
志」を検討し、道真がいう
「言志」が宮廷詩宴での詩
を意味することを述べた。

古今和歌集成立直前の歌壇
を分析し、和歌の地位が低
く、古今集勅撰が偶然性を
はらんだものであることを
論じた。

和歌公認の場とされた藤花
宴について資料を再検討
し、通説が成り立たないこ
とを論証した。

菅家後集の詩を読解しなが
ら大宰府での道真の心情を
概観した。

宇多朝の文壇について、宮
廷詩宴の性質、参加者の側
面から分析した。

菅原清公の年譜及び、「菅
原清公伝考」の補遺

（学術論文）

著書､学術論文等の名称 発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

菅原道真論集（勉誠出版）

2002年3月

奈良大学紀要322004年3月

2004年3月 古今和歌集の生成と本質
（風間書房

2003年2

国文学解釈と鑑賞（至文
堂）67-4

奈良大学紀要30

詞林（大阪大学古代中世文
学研究会）31

和歌を歴史から読む（笠間
書院）

2002年3

2002年4月

2002年9月



⑧ 天皇と文壇─平安
前期の公的文学に
関する諸問題─

単著

⑨ 独り王戎が在る有
り─菅原道真と竹
林の七賢─

単著 道真の「春日仮景」詩
の検討。

① 詩臣道真の「言
志」

単著 道真の詩序に見える
「言志」を検討し、道
真がいう「言志」が宮
廷詩宴での詩を意味す
ることを述べた。

① 猿沢池と芥川龍之
介─平安文学研究
からのアプローチ

単著

② 六時の勤め、受領
の任務、女人の出
家作法と道

単著

③ 書評 工藤重矩著
『平安朝和歌漢詩
文新考 継承と批
判』

単著

④ 世界遺産奈良文学
散歩２ 平城京
「ふるさと」

単著

⑤ 菅原道真・島田忠
臣・紀長谷雄

単著 表題のテーマについて
の研究史。

2004年5月 平安文学研究ハンドブック
（和泉書院）

（学会発表）

2002年9月 和漢比較分学会シンポジウ
ム「菅家文草・後集をどう
読むか」

（その他）

文学でたどる世界遺産・奈
良（風媒社）

源氏物語の鑑賞と基礎知識
夕霧（至文堂）

平安前期の公的文学につい
て研究史と問題点をまとめ
た。

表題の研究書の書評

平安和歌に見える平城京と
春日大社を紹介

芥川の小説「竜」と古代中
世説話との比較検討を行っ
た。

夕霧巻鑑賞のための補助論
文

和漢比較文学（和漢比較文
学会） 28

イマジン 21（共同精版）7

2002年1月

2002年5月

2002年6月

2003年4月

日本古典文学史の課題と方
法（和泉書院）

2004年3月

2004年10月 説話論集（清文堂）14


